
２月20日は創立記念日
校長 中山 克彦

日本における初等（小学校程度）教育の始まりは，明治５年の学制発布を契機としています。本校
の沿革史をひもとくと， 「明治８年 市簡易科小学校 現在松元栄氏宅内ニ創設セラレ，児童２０
余人ニ住佐正，中仲正・芝元前登，住佐近ノ諸氏順次教導ニ当ル。市ニ於ケル学校ノ嚆矢※ナリ」 と
あります。この明治８年の日付は不明ですが，明治30年には，２月20日が「学校記念日」と定められ
ています。このような本校の記録をたどると，時代が進むとともに校舎や施設関係の新設，拡張，整備
充実，そして表彰等を伝える記述が数多く見られます。 ※嚆矢（こうし）：物事の始まり，先駆け・魁

また，次のような記述もあり，少ない文字に込められた当時の方々の苦労や悲しみ，喜びや希望を
感じ取ることができます。

昭和14年７月８日 大暴風雨ノ為全校舎屋根ハガレ，校舎等半壊。12月31日マデ仮校舎（借家３軒）デ授業ス。

昭和20年３月28日 修了式，空襲下ノタメ午後６時挙式。

昭和25年３月６日 ６年以上51名修学旅行決行。提出金三拾円，持物白米一升，毛布一枚

行先 市―戸玉―山間―役勝―石原―湯湾―田検―今里（泊）―志戸勘―名音―戸円―大金久―大棚（泊）―

大和浜―恩勝―津名久―湯湾釜―知名瀬―里―小宿―朝仁―名瀬

○知名瀬泊の筈を大雨のため大棚に泊ることになった。○名瀬に二泊し落ち着いて見学もできた。帰りは吉永

自動車で山間迄乗りつけ山間から折良く舟艇で市まで午後三時には着いた。実に有意義な思い出深い修学旅行

であった。（一部抜粋）

昭和27年１月７日 区民久しく待望のオルガン着荷。感激の日なり。

昭和28年12月25日 復帰祝賀会，提灯行列及び盆踊り。

長い歴史とその記録は，地域住民・保護者の皆様にいかに支えられながら学校が発展し，児童生
徒が活躍し成長してきたか，端的に，しかし堂々と物語っています。昭和24年度の児童生徒数は，小
学校135人，中学校39人。現在から想像できないほど多く，校舎の中で子どもたちがひしめき合い，
勉強したり鍛錬を積んだりしていたことでしょう。しかしながら現在の本校の子どもたちも，恵まれた
自然環境，先進的な教育機器に囲まれ，のびのびとじっくりと学習にスポーツに取り組み，少人数な
らではの取組で，先輩方に負けないぐらいがんばっています。
このすばらしい市校。これまで以上に多くの方に学校に来ていただき，学校の歴史やこれからにつ
いて語っていただくことが大切だと思っています。来る３月12日の小学校・中学校の卒業式をはじめ，
今後も地域の方に多数御参加いただける行事を計画しております。順次御案内差し上げますので，
その際は皆様声をかけあって御参加くださいますようお願い申し上げます。
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昭和31年当時の校舎 旧校舎と正門 現在の校舎建築の様子



 

 

 

 

 

 

 

 

 
【春のふるさと学舎】 

 小学生４人は宇検，瀬戸内へ校外

学習に出かけました。マグロの養殖

や大島紬の制作の様子を見学し，働

く人たちのお話をたくさん見聞きし

てきました。自分の将来についてま

た少し考えることができました。 

 

【授業参観・学級 PTA】 

今年度最後の授業参観・学級 PTAが行われまし

た。小学生は自分たちができるようになったこと

の発表，中学生は教科の学習を参観してもらいま

した。子供たちの成長を感じていただくことので

きた良い機会となりました。 

 

【シマ口指導】 

 山下哲次さん，米原幸仁さんのご指導

の下，今年もシマ口の学習を行いまし

た。学習発表会のシマ口劇のセリフ覚え

やシマ口でのクイズなどの活動を通し

て，シマ口に慣れ親しむことができまし

た。今年もありがっさまぁりょうた！ 

 【PTA主催遠歩大会】 

 今年も PTA主催による遠歩大会が，児童生徒・保護者，

多くの集落の方々が参加し，実施されました。 

 天候にも恵まれ，きれいな景色を眺めながら役勝から市

校までの約 17㎞を歩きました。自然の豊かさを肌で実感す

ることができました。子供たちと集落の方々が一緒に語り，

汗を流し無事 17km を歩き切りました。達成感と満足感を

味わうことのできた素晴らしい遠歩大会でした。 

【創立 148周年】 

 2 月 20 日で市校は 148

周年を迎えました。それを

記念して子供たちが人文

字を作り，記念写真を撮り

ました。学校の歴史を感じ

る一日となりました。 


